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研究成果の概要（和文）：この研究では、主にプライマリ・ケア診療において医師と患者がどのように信頼関係
を構築し診療をスムーズに進めているのかについて検討を行った．信頼関係が危うくなる場面は診療中様々に訪
れる．例えば中々改善されない症状について患者がなんらかの不満を吐露したり、医師が提案した治療方針に患
者が同意しない場面である．そうした場合、患者の思いを汲み取りつつ、医師は様々な相互行為的な仕掛けを使
って患者の立場を考慮していることを全面に示すことがあった．その上で、医師としての提案を形作っていた．
本研究は医師と患者がそれぞれの立場からの意見を共有し、交渉しつつ治療方針を決定しているのかを明らかに
した．

研究成果の概要（英文）：This study focuses on patient-doctor relationship, especially how doctors 
and patients are forming a trustable relationship during primary care consultations.  The 
relationship can be endangered in many different occasions.  For example, patients often display 
complains about previous medical care or resist against a doctor's proposal.  In those cases, 
doctors often show consideration for patients' orientation and attempt to resolve the different 
orientations using various kinds of interactional resources.  This study revealed some of these 
interactional resources through which doctors and patients share their opinions and accomplish 
consent among patients and doctors.  

研究分野：医療社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的な意義は、会話分析という社会学的な手法を用いることでプライマリ・ケアに置ける関係構築の
プロセスを実証的に検証し明らかにしたところにある．これまで事例報告としてしか扱われてこなかった信頼を
構築するプロセスを経験的なデータ収集を行うことで、蓄積したデータの中から具体的な手順として記述するこ
とに成功した．
また社会的意義は、まさにその具体性にある．実証的なデータによる知見は、日常的に医師や患者に経験されな
がらも見過ごされてきた部分である．「当たり前のこと」を如実に明らかにすることで、今後の関係構築一助と
なりえる知見を提供した．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
昨今の医療改革では，プライマリ・ケアがその重要性を増している．この背景は，諸外国におい
てプライマリ・ケアを窓口とし専門医への紹介を行う医療システムが発達し，日本においても同
様の制度の普及が進められていることである．患者が安心して医療を享受できるシステムを構
築するために，日常的に患者と接し，信頼関係を構築していけるプライマリ・ケアの医師が担う
役割が高まっている．本研究の重要な学術的背景は，患者との関係性の構築が必須であるプライ
マリ・ケア診療の研究が，欧米において発展してきたことにある．特に会話分析を使った研究は，
患者から必要な情報を引き出すための質問デザイン，触診の方法，スムーズな告知の方法，薬や
治療方針の交渉など，診療全体に渡り包括的な知見を提示してきた．これらの研究結果は，欧米
の医学部におけるコミュニケーション教育の内容に反映されている．申請者は， 2015 年にそれ
らの研究の集大成とも言える研究書の翻訳（ 2015 年度 ①）を行い欧米での研究結果を紹介し
た．最近では，中国や台湾などアジア圏でも，会話分析の視点からプライマリ・ケア診療の研究
が始められている (Wu2015)．さらに， Stivers を始めとする研究者は，プライマリ・ケアデー
タをもとに国際的な比較研究を計量的に進めている (Stivers & Heritage, forthcoming).しか
し，驚くべきことに日本においては，プライマリ・ケアの研究は皆無である．国内の会話分析研
究者がこれまで対象としてきたのは，癌治療，精神医療，女性医療，救命医療など特殊なものが
多い．本研究は，こうした国際的な研究動向に対し，日本でのプライマリ・ケアにおけるコミュ
ニケーション研究の基軸を作成し，国際的な比較研究への参画を目指した． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は３つある．まず，近年の専門医制度改革で注目されるプライマリ・ケアに焦点を
あて，診療コミュニケーションを会話分析の方法論で分析することによって，医師が患者との信
頼関係を構築する過程を質的に解明する．次に，質的な分析をベースとしたコーディングスキー
ムを作成し，それをもとに，医師が信頼関係を構築する手法に応じて患者からの反応がどのよう
に異なるかなどの相関関係を計量的に分析し，その結果を海外のプライマリ・ケア研究の結果と
照らし合わせることで，医師 —患者間の信頼関係が構築されるプロセスの社会文化的相違を明
らかにする．さらに，日本の医療制度や文化的土壌をふまえたとき，どんな手法が信頼構築に有
効であるかについて，プライマリ・ケア現場に具体的な提言として還元することを目指した． 
 
３．研究の方法 
初年度及び次年度は、プライマリ・ケア現場において約 60〜100 件の映像・録音のデータ収集
を行った． 撮影したデータはすぐに文字化し、 (a)患者からの問題提示 (b)医師からの質問デ
ザイン (c)意思決定過程の 3 つの分析軸を中心に分析し、特徴となる会話パターンを抽出する．
次年度には、質的分析を進めた． 次々年度及び最終年度は、抽出された会話パターンを基にコ
ーディングスキームを作成し、データ全体における当該パターンの頻度・ほかのパターンとの相
関など計量的な検討を行った．その結果を海外のプライマリ・ケア研究結果と比較検討した． 
 
４．研究成果 
特に日本のプライマリ・ケアにおける診療場面の分析に注力した． 診療場面における患者の
基本的課題の1つは，受診の正当性を示すことである．患者が主訴に関してすでに他の医療機関
を受診したあとで現在の受診に至っている場合，その先行する診療を担当した医師に関する不
満は，さらなる医療ケアの必要性を伝える点で受診の正当化の重要な手立てとなりうる．だ
が，そうした不満は受け手の同業者に向けられている点で共感を得にくく，話し手自身に関す
る負の評価を喚起する可能性もあるデリケートな行為である．このジレンマが相互行為の中で
どのように対処されているかを，医学的に説明のつかない症状を持つ患者の事例を中心とし
て，会話分析の視点から考察した．その結果，患者は診療の中でいつどのように不満を述べる
か，あるいは自分の不本意な経験の報告を不満としてデザインするかどうかを慎重に選択する
ことによって，ジレンマに対処し，自分が理性的患者であるという自己呈示を維持すること
で，受診の正当性を高めていることを示した．以上の内容は、社会言語科学22巻、2号に研究論
文として掲載された． 
 また総合診療科の特色に着目した分析を進めた．日本の医療システムの特徴として高い柔軟
性が挙げられ、その最たるものがオープンアクセスと言える(OECD,2014)．患者は自由にどの診
療科にかかるのかを選択でき、脳外科といったかなり専門的な診療科でさえ自身の決定によっ
てかかることが可能である．しかし、こうした医療システムにおいて十分な自由を享受してい
るように見える患者は、同時に最適な選択を行う責任を負うことになる．またこのシステムの
特性上、大病院に患者が集中するのを避けることはできない．そのため大学病院の外来では、
軽症患者の病院へのアクセスを制限するためのgate keepingが必要となる．総合診療科におい
て医師が担うgatekeeping workに着目した．医師が「様子見」や「かかりつけ医の受診」な
ど、今後継続して大学病院では治療を行わないことを勧める際、患者の抵抗をどのように扱
い、治療方針の話し合いを行なっているのかを分析した．結果としては、医師は医療の



resource stewardとしての立場を保ちながら、patient advocateとして患者の意思を尊重する
ために様々な工夫を行っていた．それは時には譲歩を意味するものもあれば、患者にローカル
な医療システムの使用についての教示を行なったり、他のクリニックを利用する患者の利点を
強調したりするものをあった．これらの分析については、前述のTanya StiversやWuなどとの国
際比較研究の内容を定期的にオンライン研究会などで議論を進め、彼らと共同し現在、Social 
Science and Medicine特集号に投稿中である． 
 また香港大の Olga Zayts らと共同して Routledge 出版において Routledge Series on 
Language, Health and Culture のシリーズに Language, Health and Culture: Problematizing 
‘Global Centres’ and ‘Peripheries’ in Healthcare Communication Research という本
の出版を進めている．ここでは、日本の医療における患者と医師との信頼関係の基盤となる意
思決定過程についての章を担当している． 
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